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記憶論 × オセアニア 

専門は、いわゆる記憶論（memory studies）と呼ばれるものです。これは、集合的に形成された記憶

（集合的記憶と呼ばれます）をつかって様々な社会的、政治的な事象を分析する学際的な研究領域で

す。私は、特に太平洋島嶼国のフィジーという国を対象にして、複雑な民族関係を記憶論の理論的枠組

みをつかって研究してきました。フィジーの民族関係以外にも、太平洋島嶼国政治やオセアニアの地域

主義、パシフィック・アイデンティティについても関心があります。記憶や歴史認識というレンズを通

してフィジーや太平洋島嶼地域を見る、というのが私の研究の基本ラインです。 
 

研究紹介  担当授業 
  

 

フィジーにはイギリス植民地時代にたくさんのインド人労働者

が移住してきましたが、先住民系とインド系の人々は政治的、

社会的、文化的、政治的な衝突を繰り返しながら、平和的に共

存できる方策を模索してきました。その複雑な民族関係の過去

が現在のフィジー人にどのように理解され、それぞれの民族記

憶にはどのような違いがあり、その違いがいかに現在の民族関

係に影響を及ぼしているのか、そしてより良い民族関係を構築

するにはどのような共通の歴史が必要か、ということを考えな

がら日々の研究に取り組んでいます。 

  英語Ⅰ・Ⅱ 
 オセアニア地域基礎（メラネシア） 
 歴史認識論 
 紛争後社会と和解 
 現代太平洋島嶼国家論 
 専門演習（記憶論） 

関連する分野 
 

 記憶・歴史認識論 
 国際関係論 
 国際政治 
 オセアニア地域研究 

出版物 
 

 Reconceptualisation of 
Girmit Memory: Fiji's 
Response to the Re-
evaluation of the Colonial 
Past (Práticas Da História: 
Journal on Theory, 
Historiography and Uses of 
the Past) 

 Formation of Diaspora 
Network and Reconstruction 
of Collective Memory: The 
Case of Indo-Fijians (Risks, 
Identity and Conflict: 
Theoretical Perspectives and 
Case Studies) 
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記憶論ゼミ  
 
 
 
 
 
 
 
 
植民地時代の海難事故を祈念するモニュメン
ト（フィジー・ナウソリ） 

 

どのようなゼミか 
記憶論（memory studies）とは、社会的に共有されている記憶

を分析して社会の構造や事象を明らかにする学問領域です。本

ゼミでは、この記憶論の基本的な理論や分析手法、先行研究を

学びます。そして、社会的に形成され集合的に共有されている

記憶を使って、社会規範や人々の行動原理、国家間／集団間関

係を分析できるようになることを目指します。 

  

 卒論 
 

私の専門地域オセアニアですが、ゼ
ミでは地域を限定しません。それぞ
れの関心地域や問題意識に対して、
記憶や歴史認識という観点から分析
していくことになります。つまり、
本ゼミでは、地域やテーマではな
く、記憶論を使ったアプローチや分
析手法を学ぶ場になります。一方、
事例として選択する地域の知識も必
要になるので、サブゼミ制度を使う
などして、関連する地域やディスプ
リンでの専門性を深めていくことも
勧めています。 

 
 

日本と韓国が第二次世界大戦の歴史認識について感情的に意見

を対立させていることからも分かるように、過去をどのように

記憶して表象するかは国家間関係にも大きな影響を及ぼしま

す。歴史は政治的に利用されますし、国家や国際社会から「押

し付けられた」記憶に対抗するための「カウンター・メモリ

ー」が形成されることもあります。過去をいかに表象してそこ

にどのような意味を付与するかは、現在の関心に基づいて決め

られますが、過去に関する認識が現在の我々の行動を規定する

こともあります。記憶は、人々の集合行為や政治的な決定、そ

して集団間の関係を決定づける重要なファクターのひとつなの

です。 

ゼミでは文献講読を中心に行います。基本的には、発表とデ

ィスカッションを中心に授業を進めていきます。議論を通じて

知見を蓄積しつつ、思考方法を培いながら卒業研究に向けて記

憶論の基本と研究への応用の仕方を修得していきます。 

 

 

おススメの本 
 

 モーリス・アルヴァックス（鈴
木智之訳）『記憶の社会的枠組
み』 

 キャロル・グラッグ『戦争の記
憶 コロンビア大学特別講義－
学生との対話－』 

 イム・ジヒョン『犠牲者意識ナ
ショナリズム：国境を越える
「記憶」の戦争』 
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